
平成 28 年度活動報告 

会 議 

１．定期総会 

    平成 28 年 6 月 26 日（日）鳥取県立厚生病院 大会議室にて『平成 28年度一般社団法人 

鳥取県臨床工学技士会総会』を開催した。 

２．その他会議 

    理事会は３回開催した。      教育委員会は２回開催した。 

広報編集委員会は３回開催した。 

  

教育委員会関係 

平成 28 年度も「呼吸」、「循環」、「代謝」の 3領域について、それぞれ第 5回のセミナーを開催した。 

その中で、28 年度は鳥取県中部地震の発生により、開催予定地であった倉吉未来中心が被災したため急

遽会場が変更となるも、大会長をはじめ委員皆様方のご協力によりセミナーを無事終える事が出来た。 

セミナー参加者数は年々増加傾向にあるが、今後の更なる発展に向けて、改めて現状での課題や今後の

方向性について教育委員会をはじめ会員の皆様からご意見をいただきながら検討を深めていきたい。 

 

1．セミナーの開催 

第 5回 循環器セミナー 

日時 ： 平成 28年 7月 24 日（日） 10：00 ～ 15：30 

場所 ： とりぎん文化会館 第１会議室 

   講演内容 

① 講演Ⅰ「心電図モニタとの上手なつき合い方」 

       講師：フクダ電子株式会社 富樫 浩孝 先生 

    ②特別講演「病棟内心電図モニタは重要 ～院内での心停止事例をもとに～」 

       講師：鳥取市立病院 循環器内科 主任部長 森谷 尚人 先生 

    ③講演Ⅱ「ベッドサイドで見る！心電図モニタ」 

       講師：医療法人社団 康幸会 かわぐち心臓呼吸器病院  

副看護部長 集中ケア認定看護師 原田 恭子 先生 

 

   第 5 回 呼吸療法セミナー 

日時 ： 平成 28年 9月 11 日（日）10：00 ～ 15：50 

     場所 ： 米子コンベンションセンターBiG SHiP 小ホール 

   講演内容 

 ①講演Ⅰ「呼吸療法で使う周辺機器のキホン」 

   講師：博愛病院 臨床工学技士 田儀 匡史 先生 

 ②講演Ⅱ「教えて！酸素療法・NPPV 管理の基本！」 



   講師：鳥取大学医学部附属病院 集中ケア認定看護師 中本 有史 先生 

 ③特別講演「病院から在宅への呼吸療法 ～知って得する 10のこと～」 

   講師：米子医療センター 呼吸内科 診療部長 冨田 桂公 先生 

 ④講演Ⅲ「医療的ケアを必要とする利用者の病院・在宅連携の実際」 

   講師：なんぶ幸朋苑訪問看護ステーション 主任看護師 武良 恵美子  先生 

 

   第 5 回 血液浄化セミナー 

日時 ： 平成 29年 2月 26 日（日）10：00 ～ 16：00 

     場所 ： 米子ふれあいの里 中会議室 

   講演内容 

① 講演Ⅰ「血液透析膜の歴史と変貌」 

   講師：旭化成メディカル株式会社 斉藤 正 先生 

②特別講演「糖尿病性腎症について」 

   講師：山陰労災病院 腎臓内科副部長 山本 直 先生 

③講演Ⅱ「腎臓リハビリテーション ～当院における運動療法の紹介～」 

   講師：尾﨑病院 リハビリテーション室 科長 武田 祐樹 先生 

 ④講演Ⅲ「血液透析患者における低栄養の影響とスクリーニングについて」 

   講師：さとに田園クリニック 臨床工学技士長 長岡 高広 先生 

 

2．勉強会誌の発行 

勉強会誌 Vol.21 をセミナーの内容をまとめ発行した。セミナー、勉強会の写真も多く掲載されて

いる。 

 

事務局関係 

28 年度役員改正に伴い事務局が吉野・三宅ステーションクリニックから鳥取大学医学部附属病院に移

転した。土井理事、福安副会長が築いてこられた事務局を引き継ぎ、当会がますます発展していくよう

陰ながら支えていく所存である。 

27 年度から継続して、28年度も会員の親睦及び『CE の日』を周知する目的でバーベキュー大会を開催 

した。会員だけでなくご家族も一緒に参加していただき、盛大に開催する事が出来た。対外的な啓蒙活

動としては、広報委員の小谷技士が鳥取市立西中学校で『医龍でも活躍！！生命を守る臨床工学技士』

というタイトルで講演を行った。こうした活動は教育委員会という高いハードルがあり、他県でもなか

なか実現していないと聞く。また、28 年度は高野理事の監修のもと、日本海ケーブルテレビの専門チャ

ンネルで一般市民向けに臨床工学技士の紹介 VTR を放送していただいた。次年度以降も啓蒙活動に力を

注ぎ、臨床工学技士という職業の認知度が上がるよう取り組んでいきたい。 

平成 28 年 10 月 21 日に鳥取県中部を震源とする地震が起き県内で多くの被害があった。これを受け、

当会では初の事業として、災害対策意見交換会を開催した。災害時にご活動された見生技士、福安副会



長、前根会長からはそれぞれの活動報告があった他、鳥取県庁医療政策課の森田様をお招きし、鳥取県

の対応についてご講演をいただいた。災害について関心が高まっており臨床工学技士だけでなく医師や

看護師など多くの方に参加していただけた。 

後援事業としては、日本血液浄化技術学会主催のビデオセミナーと、世界糖尿病デーin 鳥取を後援し

た。 

 

  １．関連事業 

     第 26 回 日本臨床工学会および平成 28年度（公社）日本臨床工学技士会総会 

       メインテーマ『臨床工学技士の未来を洞察する ～飛躍に向けた新たなステップ～』 

       日時：平成 28年 5月 14 日（土）15 日（日） 

       場所：国立京都国際会館（京都市） 

    鳥取地区代表代議員として小林副会長、前根会長の 2名が参加 

     第 2回 CE の日親睦会 

       日時：平成 28年 8月 7日（日） 

       場所：北条オートキャンプ場 

    参加人数：40 名（大人 35 名、子ども 5名） 

  平成 28年度第 1回中四国臨床工学技士会連絡協議会および組織・学術・若手委員会 

    日時：平成 28 年 4月 23 日（土） 

    場所：国民宿舎桂浜荘（高知市） 

    前根会長、小林副会長、藤原教育委員長、小谷 Yボード担当の 4 名が参加 

  平成 28年度第 2回中四国臨床工学技士会連絡協議会および組織・学術・若手委員会 

    日時：平成 28 年 12 月 3日（土） 

    場所：高知市文化プラザ かるぽーと（高知市） 

    前根会長、藤原教育委員長、小谷 Yボード担当の 4名が参加 

     第 6回 中四国臨床工学会  主催：一般社団法人 高知県臨床工学技士会 

       メインテーマ『臨床工学力 ～challenge to next～』 

       日時：平成 28年 12 月 3日（土）4日（日） 

       場所：高知市文化プラザ かるぽーと 

    座長・シンポジストとして、藤原教育委員長、長岡技士、萩原技士、古川技士の 

4 名が参加 

  災害対策意見交換会 

    日時：平成 29 年 1月 29 日（日） 

    場所：まなびタウン東伯 

    参加者数：49 名 



２．後援事業 

 第 8回 血液浄化 Step Up ビデオセミナー（主催：一般社団法人 日本血液浄化技術学会） 

      日時：平成 28 年 11 月 13 日（日） 9：30～15：45 

      場所：米子産業体育館 小会議室１ 

     参加者数：12名 

世界糖尿病デーin鳥取 

（主催：鳥取県、鳥取大学医学部附属病院、日本糖尿病学会中国・四国支部、鳥取県糖尿病協会） 

     日時：平成 28年 11 月 14 日（月） 17：30～21：00 

場所：鳥取大学医学部附属病院外来中央棟 

  ３．会誌発行 機関誌「Tottori 臨床工学」24 号を発行した。 

  ４．会計 

        平成 28 年度の事務局移転に伴い会計も担当が変更になったが、引き継ぎは問題なく行

えた。現時点では事務局とセミナー事務局がそれぞれ口座を持っているため混乱が生

じている。将来的には一つに集約し円滑に会計業務を行えるようにしたい。また、領

収書作成などの作業が煩雑なため、会費納入は出来る限り口座振込みをお願いしたい。 

５．会員状況（平成 29年 3月 31 日現在） 

    会員数：106 名（内 準会員 1名、休会会員 2名） 新入会員 14名 

 

 


